
とかち発 農林水産業から拓く「GX地方創生」シンポジウム

～「地域資源」×「GX・AI」による持続的な発展を目指して～

美瑛町まちづくり推進課地域みらい創造室

ゼロカーボン推進係 大畑 裕矢

美瑛町におけるゼロカーボンの取り組みについて

～重点対策加速化事業の採択を受けて～
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1① 美瑛町について

美瑛町 ー 北海道のほぼ中央に位置し、十勝岳連峰の山麓に広がる町

■面積：676.78k㎡
■人口：9,343人（4,824世帯）
■町の魅力：農業者の努力によって生み出された美しい丘の景観や、青い池、

白ひげの滝といった自然の造形美を資源として、多くの観光
客が訪れる。約70％以上を山林、約15％を畑地が占め、「丘
のまち」の美しい景観を形成している。

■基幹産業：農業、観光業
（小麦、ジャガイモ、甜菜、豆類、とうもろこし等）
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2②ゼロカーボンの取り組みについて

●令和４年４月「ゼロカーボンシティ宣言」を表明

●令和５年度 美瑛町再生可能エネルギー導入目標を策定

食品ロス削減セミナー

ゼロカーボンセミナーの開催

産官学金連携事業がスタート

関係機関：室蘭工業大学、室蘭工業大学協力会

エア・ウォーター㈱グループ、北海道ガス

三井住友信託銀行など
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3②ゼロカーボンの取り組みについて

【令和６年度】
令和６年４月 国立大学法人室蘭工業大学との包括連携協定の締結
令和６年５月 エア・ウォーター北海道株式会社との包括連携協定の締結
令和６年６月 ・美瑛町×NISSAN「ブルー・プロジェクト」PRイベントの開催

・ゼロカーボンパークの登録
大雪山国立公園における脱炭素化を進めるため、全国１７番目の
ゼロカーボンパークとして環境省により登録

令和６年７月 環境負荷の少ない移動手段の検討のための実証実験
新たなゼロカーボンモビリティ（電動キックボード）を活用した実証
実験（道の駅ビルケから青い池までの区間）

令和６年９月 びえい出会いふれあい祭り 室蘭工業大学ブース出展
令和６年11月    美瑛町婦人団体連絡協議会との協働事業による「ゼロカーボン座談
                               会」の実施
令和６年12月 冬休み「小学生学習ルーム」室蘭工業大学の学習支援
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4

部門・分野別の使用データ及びCO₂

の排出量推計値

（「地方公共団体実行計画（区域施

策編）策定・実施ﾏﾆｭｱﾙ」

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｱﾝｹｰﾄによる推計結果）

美 瑛 町 の C O ₂ 排 出 量 は １ ０ 万 ６ ３ ０ ０ ｔ

②ゼロカーボンの取り組みについて
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5

■産業部門
・酪農家：搾乳作業の機械化により電力使用が多い。
・耕種農家・林業：作業機械・重機に化石燃料を使用。
・施設園芸農家：ビニールハウス加温ボイラーに化石燃料を多用。

■業務その他部門・家庭部門
・冬季の暖房需要が高く、住宅・公共施設の加温に伴う化石燃料使用が多い。
・オール電化住宅が約2割（約800戸）と多く、電力使用量が他市町村より多い

■運輸部門
・農産物輸送に使用される貨物車が化石燃料を多く消費。
・観光客の移動手段（自家用車・レンタカー・観光バス）は化石燃料依存が高く、

利用が増加傾向。

②ゼロカーボンの取り組みについて
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美 瑛 町 の C O ₂ 吸 収 量 は ４ 万 ６ ７ ０ ０ ｔ

美瑛町内の

一般民有林(14,457 ha)のうち

①人工林

②天然林のうちの保護林・保安林

合計8,545.9 haを対象としてCO2吸収

量を試算

②ゼロカーボンの取り組みについて
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7③重点対策加速化事業について

●事業名 日本で最も美しい村「美瑛ゼロカーボンタウン」計画

●実施期間 令和７年度～令和１２年度

●全体目標 2050年 ⇒ CO₂排出実質ゼロ
2030年 ⇒ 87.7％削減（2013年度比）

●取り組み ４つの「わ」に示した、自然・景観と人の営みが調和した
カーボンニュートラルな社会を実現



とかち発 農林水産業から拓く「GX地方創生」シンポジウム ～「地域資源」×「GX・AI」による持続的な発展を目指して～

8③重点対策加速化事業について
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9③重点対策加速化事業について
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10③重点対策加速化事業について
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11③重点対策加速化事業について
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12③重点対策加速化事業について
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13③重点対策加速化事業について

●目指すイメージとして
⇒小水力発電の導入による観光地の脱炭素と地域価値の両立モデル



とかち発 農林水産業から拓く「GX地方創生」シンポジウム ～「地域資源」×「GX・AI」による持続的な発展を目指して～

14④今後の展望について
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15④今後の展望について
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16

豊かな自然と共生し、持続可能な循環型社会を目指すま
ち


